
平成27年度（2015年度）

環境活動レポート

発行日：平成28年（2016年）5月20日

対象期間：平成27年4月1日～平成28年3月31日

エコアクション２１

 認証番号0007179 



当社は、ダイキン工業株式会社の代理店として、空調を核とし、その関連設備機器の販売、

設計・施工、メンテナンスまで一貫した体制で事業を運営しております。

昭和４１年創業以来、「誠実・技術・堅実」を経営理念に、お客様第一の姿勢に徹し、多く

のお客様に信頼を得て、設備の専属パートナーとしてお客様の将来の利益を踏まえた提案を

行い、問題解決のお手伝いをしております。

近年は、機能面はもちろん、コスト面、環境面、安全面に配慮した製品のニーズが高まって

きております。メーカーと一体となり、設計・施工、メンテナンスの全般にわたって、総合

的な設備診断を行って、お客様にご満足いただける最適なシステムをご提案申しあげており

ます。

是非、ご愛顧賜りますよう、お願い申し上げます。

売 ろ う 信 用 と 技 術
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得 よ う 信 頼 と 繁 栄

２．社是・社訓

研 鑽 と 協 力

社　訓

熱 意 と 創 意

１．ごあいさつ

社　是

誠 実 と 信 用

見 せ よ う 誠 意 と 実 力



＜基本理念＞

私たちは、ますます深刻化する地球温暖化への対応や、有限である資源の有効利用が、

地球上に生きる私たち人類共通の重要課題と考えています。

私たちは、空調その他関連設備機器事業を通じて、環境負荷の低減と、環境に配慮し

た製品の販売並びに施工・サービスを目指し、三じつ主義（誠実･技術･堅実）に則り、

全社一丸となって自主的・積極的に環境への取組を進めてまいります。

＜行動指針＞

１．次の事項について環境目標・活動計画を定め、継続的な改善に努めます。

① 資源及びエネルギーの消費を適正化し、二酸化炭素排出量の削減に努めます。

１．電力使用量の削減

２．資源（ガソリン）使用量の削減

３．コピー用紙の再生紙化と電子媒体活用によるペーパーレス化推進

② 廃棄物の削減及び再資源化の推進に努めます。

１．一般及び産業廃棄物の分別の徹底

２．３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）率の向上

③ 水資源使用量の適正化に努めます。

④ 事務用品のグリーン購入を拡大します。

⑤ 環境に配慮した製品の販売、施工、サービスの推進を図ります。

⑥ 事業所周辺の清掃活動を積極的に行い、地域の環境改善に貢献します。

２．本方針や環境関連法規制を全従業員に周知徹底を図り、遵守します。

３．環境教育、地域活動などを実施し、全従業員の環境方針への理解と環境意識の向

　　上に努めます。

制定日：平成２４年６月１日

 城陽ダイキン空調株式会社

 代表取締役社長 
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環 境 方 針

澄 川 秀 幸

３．環境方針

城陽ダイキン空調株式会社

 認証番号0007179 



□組織の概要

（１）名称及び代表者名

城陽ダイキン空調株式会社

代表取締役社長　澄川　秀幸

（２）所在地

本　社(分室を含む) 大阪府大阪市東成区玉津１丁目１０番３０号

南大阪営業所 大阪府堺市堺区中之町西２－２－２４

神戸営業所 兵庫県神戸市中央区浜辺通２－1－１７

　　三宮国際ビル別館２Ｆ

京都営業所 京都府京都市伏見区竹田真幡木町１２９

奈良営業所 奈良県天理市二階堂上ノ庄町３４５－１

*本社においては、本館と分室が存在するが、距離的に近くにあり、また、

 日常業務においても区別していない為、エコアクション21の活動においても

 本館と分室を一括して本社とする。

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

管理責任者　取締役

　　　　　　　　　　　石本　善之 TEL：06-6972-3801

担当者　　　総務部　　沢田　正樹 　　　　　〃

　　　　　　　　　　　加藤　朗子 　　　　　〃

（４）事業内容

冷暖房機器の卸売及び施工管理

（５）事業の規模

資本金 80百万円

売上高  8,374百万円

名 名 名 名 名 名

（６）事業年度

４月～３月

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 城陽ダイキン空調株式会社

本社（分室含む）

南大阪営業所

奈良営業所

京都営業所

神戸営業所

活動： 冷暖房機器の卸売及び施工管理

４．取組の対象組織・活動

南大阪(営)

101

奈良(営)

509㎡ 264㎡

合計

2019㎡54㎡

神戸(営)

 従業員　　　　　

京都(営)本社

64 420 9 4

240㎡952㎥
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 延べ床面積　　　



総務部
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南大阪営業所

全従業員
・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
・会社周辺地域の清掃活動への参加

部 署 長
(EA21推進委員)

・自部門における環境方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・特定された項目の手順書作成及び運用管理
・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成
　試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

販売促進部

役割・責任・権限

・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備
・環境管理責任者を任命
・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境目標・環境活動計画書を承認、環境活動レポートの承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施

EA21
推進委員会
(委員：部署長)

環境事務局

社　長

５．組織の概要

サービス部
環境
事務局

特販営業部

工事課
技術課

第一営業部

本社
(分室含む)

営業課

・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境目標、環境活動計画書原案の作成、環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

環境管理責任者

・環境経営システムの構築、実施、管理、
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境目標・環境活動計画書を確認
・年間活動計画/実績記録表を承認、各手順書の内容の承認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境活動レポートの確認
・各部門の問題点の発見･是正･予防処置の実施の確認

代表者（社長）

神戸営業所

環境管理
責任者

奈良営業所

京都営業所

技術部



　

※ 上記項目は、環境負荷が大きい空調工事の売上実績に、大きく影響される。

（ 産業廃棄物排出量

798

kg

廃棄物総排出量

総排水量

６．おもな環境負荷の実績
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項　目

㎥

kg-CO2

kg

kg

19,593

30,310

17,610

平成27年度

二酸化炭素総排出量
電力の二酸化炭素排出係数

０.355ｋｇ－ＣＯ２／ｋｗｈ

10,717

15,529

（ 一般廃棄物排出量

27,500 31,204

807

15,675

842

9,890

245,867 262,297
294,986

(平成27年度より排出
係数を0.522に変更)

平成23年度
(基準年度)

平成26年度単位

700

750

800

850

900

平成23年度 

(基準年度) 

平成26年度 平成27年度 

総排水量 (㎥) 

0
5,000

10,000
15,000
20,000
25,000
30,000
35,000

平成23年度 

(基準年度) 

平成26年度 平成27年度 

廃棄物総排出量(kg) 

（ 産業廃棄物排出量 kg 

（ 一般廃棄物排出量 kg 

100.0% 

134.7% 139.9% 

100.0% 
112.8% 115.7% 

0%

50%

100%

150%

平成23年度 

(基準年度) 

平成26年度 平成27年度 

売上推移 (％) 〈参考〉 

工事売上高 総売上 

200,000

220,000

240,000

260,000

280,000

300,000

平成23年度 

(基準年度) 

平成26年度 平成27年度 

二酸化炭素総排出量 

ｋｇ－ＣＯ２ 



□ 全社合計

(*1)電力の削減･･基準年度Ｈ25年　二酸化炭素係数はＨ27年度より0.522 （ｋｇ－ＣＯ２／ｋｗｈ）

(*2)産業廃棄物の削減････施工管理や保守点検の現場で発生した廃棄物である。(基準年度Ｈ26年度へ変更)

※自動車燃料の削減･･･基準年Ｈ26年へ変更

(*3)エコ製品の販売促進･･省エネ効率が高い製品
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(kg)

回収量 -

- 7527

-

-

化
学
物
質
削
減

フロンの
適正な回収

と破壊
(建設現場)

-

破壊量

100%

-

100%

達成7,527

環
境
配
慮
資
材
購
入

製
品
へ
の
環
境
配
慮
推
進

エコ製品
の

販売促進
(*3)

786,639

-

(台）
FiveStarZEAS
EcoZEAS80

- 7,745

事務用品
の

グリーン
購入

100%

達成
各年度初めに
目標値を設定

破壊量/
回収量

（台） SA - 8474

-

96%

SA比率 30% 91%

グリーン購入 -

54%

-

126%

(㎥)

54%

-

未達成

未達成

96%

事務用品購入

基準年比 -

798 775

53% 38%

97% 99%

783

(kg-CO2)

98%

93%

未達成

15,21819,593

グリーン比率

807

98%

98%

184,601

775

(Kg) 17,610 16,730 10,717

184,867

達成

95%

目標

達成

目標 実績

267273

87%

270

97%99%98%

55%-

97%（基準年度H25年）

108,016 108,016

平成27年

89% 88%

達成

94%

186,484

97%

15,218

16,553 16,377

188,368

（基準年度H26年） 99%

182,717

98%

-

(基準年度Ｈ26年) 99%

15,529

産業廃棄物
の削減

(建設現場)
(*2)

基準年比

15,374

2,063,556

-

100%

61%

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

廃
棄
物
排
出
量
削
減

自動車
燃料の
削減

（事務所）

ガスの
削減

（事務所）

基準年比

(kg-CO2)

　　　　　　年　度

　項　目

平成23年

基準年度

基準年比

電力の
削減

(事務所）
(*1)

(Kg)

(円)

307

排
水
量
削
減

７．環境目標とその実績

基準年比

平成28年
結果

一般
廃棄物
の削減

（事務所）

水道水
の削減

（事務所）

未達成

170

基準年比

平成29年

目標

(kg-CO2) 75,731 109,130 109,949

（FiveStarZEAS、EcoZEAS８０、ルームエアコンRX・AX）



□ 本　社

(*1)電力の削減･･基準年度Ｈ25年　二酸化炭素係数はＨ27年度より0.522 （ｋｇ－ＣＯ２／ｋｗｈ）

(*2)産業廃棄物の削減････施工管理や保守点検の現場で発生した廃棄物である。(基準年度Ｈ26年度へ変更)

※自動車燃料の削減･･･基準年Ｈ26年へ変更

(*3)エコ製品の販売促進･･省エネ効率が高い製品

化
学
物
質
削
減

(kg)

回収量 - 7,527

--7,527
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(台）

SA（台）

100%100%
破壊量/
回収量

100%

SA比率

53%

1,363,063

53%

-

達成

破壊量

達成

FiveStarZEAS
EcoZEAS80

-

-

- 337,954 - -

-

3,702-

- 4,199

未達成

環
境
配
慮
資
材
購
入

事務用品
の

グリーン
購入

グリーン比率 52% 25%

(円)

事務用品購入 -

グリーン購入

595 577 573

97% 96%-

571 565

13,025

10,862

97%97%

(Kg)

廃
棄
物
排
出
量
削
減

一般
廃棄物
の削減

（事務所）

-

達成

7,923

57%基準年比

産業廃棄物
の削減

(建設現場)
(*2)

未達成

達成

基準年比

(kg-CO2)

未達成

101%

-

200

98%

85,503

96%

達成

97% 96%

85,182 86,394

96%

110

平成29年

97%97%

　　　　　　年　度

　項　目 目標 目標

平成27年

実績

平成28年平成23年
結果

製
品
へ
の
環
境
配
慮
推
進

エコ製品
の

販売促進
(*3)

フロンの
適正な回収

と破壊
(建設現場)

100%

（基準年度H26年）

排
水
量
削
減

水道水
の削減

（事務所）

基準年比

(Kg) 13,856

(㎥)

基準年比 （基準年度H26年）

11,198

95% 94%

12,330

110%

13,163

98%

95%

達成

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

電力の
削減

(事務所）
(*1)

基準年比
（基準年度H25年）
係数0.355kg-CO2

自動車
燃料の
削減

（事務所）

基準年比

ガスの
削減

（事務所）

(kg-CO2) 89,066

目標基準年度

55%

88%

-

各年度初めに
目標値を設定

30%

10,974

97% 95%

13,163

87,285

98%

194

（FiveStarZEAS、EcoZEAS８０、ルームエアコンRX・AX）

192 190

95%

10,862

96%

(kg-CO2) 47,610 68,608 70,580 67,908 67,908



□ 南大阪営業所

(*1)電力の削減･･基準年度Ｈ25年　二酸化炭素係数はＨ27年度より0.522 （ｋｇ－ＣＯ２／ｋｗｈ）

(*2)産業廃棄物の削減････施工管理や保守点検の現場で発生した廃棄物である。(基準年度Ｈ26年度へ変更)

※自動車燃料の削減･･･基準年Ｈ26年へ変更

(kg-CO2) 14,400 20,751 20,101 20,539 20,327

56,200

97%

2,323

111

50%

(*3)エコ製品の販売促進･･省エネ効率が高い製品

111

事務用品
の

グリーン
購入

グリーン比率

230,889 -グリーン購入 -

事務用品購入

(円)

達成

108

達成

-

95%96%

109

97%
排
水
量
削
減

水道水
の削減

（事務所）

基準年比 -

(㎥) 114

廃
棄
物
排
出
量
削
減

一般
廃棄物
の削減

（事務所）

-基準年比

産業廃棄物
の削減

(建設現場)
(*2) (Kg)

（基準年度H26年）基準年比

2,370

1,551

213%

未達成

98% 98%

2,3232,323

98%

5,040

61

96%

(Kg) 1,668 1,585 1,037

(kg-CO2) 54,733 54,186

98%

53,638

93%95% 62%

達成

94%

98%

53,638

1,568

達成

97%

達成

97%

6263

81%

96%98% 95%

基準年比 （基準年度H26年）

ガスの
削減

（事務所）

基準年比

未達成

103%99%

52

- 98%

電力の
削減

(事務所）
(*1)

基準年比
（基準年度H25年）
係数0.355kg-CO2

(kg-CO2) 64

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

自動車
燃料の
削減

（事務所）

目標

平成28年

基準年度 目標 実績

平成27年

目標

結果
平成29年

　　　　　　年　度

　項　目

平成23年

SA比率

-440,322

30%

-

51%環
境
配
慮
資
材
購
入

製
品
へ
の
環
境
配
慮
推
進

エコ製品
の

販売促進
(*3)

達成

（FiveStarZEAS、EcoZEAS８０、ルームエアコンRX・AX）

各年度初めに
目標値を設定

(台） 2,028

-SA

93%
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（台）

FiveStarZEAS
EcoZEAS80

-

2,180

52% 52%

-



□ 奈良営業所

(*1)電力の削減･･基準年度Ｈ25年　二酸化炭素係数はＨ27年度より0.522 （ｋｇ－ＣＯ２／ｋｗｈ）

(*2)産業廃棄物の削減････施工管理や保守点検の現場で発生した廃棄物である。(基準年度Ｈ26年度へ変更)

※自動車燃料の削減･･･基準年Ｈ26年へ変更

(kg-CO2) 7,432 10,709 8,667 10,600 10,491

(*3)エコ製品の販売促進･･省エネ効率が高い製品

98%

平成27年

目標 実績

20,508

50%

286 332

310 0

118%

283

0%

未達成

110%

未達成

0

94%

97%97%

94%

96%96%

117,602

90

未達成

達成154,463

76%

98%

20,795

30% 97%

各年度初めに
目標値を設定

-

達成
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製
品
へ
の
環
境
配
慮
推
進

廃
棄
物
排
出
量
削
減

一般
廃棄物
の削減

（事務所）

排
水
量
削
減

水道水
の削減

（事務所）

-基準年比

(㎥)

基準年比 -

産業廃棄物
の削減

(建設現場)
(*2)

97%

グリーン購入 -

(円)

グリーン比率

7476

事務用品購入 -

-

73

-

- -

53% 54%

73

19

97%

0

283

97%

11 18

98%

98%

98%

20,50820,508

99%

未達成

98%

達成

96%

18

達成

平成29年

96%79%

58%

目標

結果

(kg-CO2) 20,927

自動車
燃料の
削減

（事務所）

基準年比 （基準年度H26年）

(Kg)

FiveStarZEAS
EcoZEAS80

1,000

（FiveStarZEAS、EcoZEAS８０、ルームエアコンRX・AX）

301

基準年比 （基準年度H26年）

事務用品
の

グリーン
購入

（台）

エコ製品
の

販売促進
(*3)

(台）

SA比率

基準年比二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

電力の
削減

(事務所）
(*1)

（基準年度H25年）
係数0.355kg-CO2

平成28年

基準年度

平成23年
　　　　　　年　度

　項　目

ガスの
削減

（事務所）

環
境
配
慮
資
材
購
入

-

(Kg)

目標

SA - 1026

0

19

95%

基準年比

(kg-CO2)



□ 京都営業所

(*1)電力の削減･･基準年度Ｈ25年　二酸化炭素係数はＨ27年度より0.522 （ｋｇ－ＣＯ２／ｋｗｈ）

(*2)産業廃棄物の削減････施工管理や保守点検の現場で発生した廃棄物である。(基準年度Ｈ26年度へ変更)

※自動車燃料の削減･･･基準年Ｈ26年へ変更

6,104 6,132 6,069

達成

(*3)エコ製品の販売促進･･省エネ効率が高い製品

グリーン購入 -

1,094

事務用品購入

達成
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グリーン比率

964

1,961

59%

FiveStarZEAS
EcoZEAS80

54%

- -

-

SA -

（FiveStarZEAS、EcoZEAS８０、ルームエアコンRX・AX）

各年度初めに
目標値を設定

-

94% 93%

エコ製品
の

販売促進
(*3)

571

536-

24 39

95%

達成

環
境
配
慮
資
材
購
入

事務用品
の

グリーン
購入

(台）

(円)

製
品
へ
の
環
境
配
慮
推
進

（台）

97%

1,902 1,883

達成

96%

96%

排
水
量
削
減

水道水
の削減

（事務所）

基準年比 -

41

83,910

94%

-

97%

40

1,083 1,071

廃
棄
物
排
出
量
削
減

一般
廃棄物
の削減

（事務所）

基準年比 -

(Kg) 1,152

産業廃棄物
の削減

(建設現場)
(*2) (Kg)

（基準年度H26年）

96%

11,075

自動車
燃料の
削減

（事務所）

基準年比 （基準年度H26年） 98%

11,536 11,305

80%

1,922

96%97%

98%

95%

達成

平成28年

97%

11,1909,229

目標

平成27年

6,196

97%

達成

　　　　　　年　度

　項　目 目標目標 実績

結果
平成29年

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

電力の
削減

(事務所）
(*1)

基準年比
（基準年度H25年）
係数0.355kg-CO2

98%

(kg-CO2) 4,299

39

達成

53%

平成23年

89,424

SA比率 30% 94%

84%

基準年度

1,913

基準年比 98%

50%

(kg-CO2)



□ 神戸営業所

(*1)電力の削減･･基準年度Ｈ25年　二酸化炭素係数はＨ27年度より0.522 （ｋｇ－ＣＯ２／ｋｗｈ）

(*2)産業廃棄物の削減････施工管理や保守点検の現場で発生した廃棄物である。(基準年度Ｈ26年度へ変更)

( *  )水道水の削減････････テナントに入っており、当社での使用実績が把握できないために、

取組項目にはあげていないが、節水活動は実施している。

※自動車燃料の削減･･･基準年Ｈ26年へ変更

　

(kg-CO2) 2,882 4,153 4,497 4,111 4,111

- -0

50%

(*3)エコ製品の販売促進･･省エネ効率が高い製品

(Kg) 0

98%

-事務用品購入

製
品
へ
の
環
境
配
慮
推
進

12,832

未達成

97%

0 0

達成

93%

96%

平成29年

目標 目標

479

30% 96%

-

-

-

498 達成
各年度初めに
目標値を設定

0

エコ製品
の

販売促進
(*3)

(台）
FiveStarZEAS
EcoZEAS80

（台） SA

SA比率

一般
廃棄物
の削減

（事務所）

--

(円)

グリーン購入

0%

未達成

50%50%

0

基準年比 （基準年度H26年） 0%

環
境
配
慮
資
材
購
入

事務用品
の

グリーン
購入

グリーン比率

廃
棄
物
排
出
量
削
減

0

産業廃棄物
の削減

(建設現場)
(*2)

601

77%

(Kg)

基準年比 -

（基準年度H25年）
係数0.355kg-CO2

98%

633

13,461

（基準年度H26年）

実績

平成27年

95%
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97%

595

97%

461

108%

97%

未達成

94%

589

(kg-CO2)

電力の
削減

(事務所）
(*1)

12,964

　　　　　　年　度

　項　目

12,832

未達成

104%98%

13,229

自動車
燃料の
削減

（事務所）

基準年比

基準年比

平成23年

97%

平成28年

基準年度 目標

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

結果

（FiveStarZEAS、EcoZEAS８０、ルームエアコンRX・AX）



８．環境活動計画と結果及びその評価、次年度の取組内容

□ 全社合計 ◎よく出来た　○概ね出来た　△あまり出来なかった　×全く出来なかった

・数値目標

・パソコン、コピー機などの省電力設定化

・定期的なｴｱｺﾝのﾌｨﾙﾀｰ清掃、交換

・空調の適温化を徹底（冷房28℃暖房20℃程度）

・業務の効率化を図り、残業時間を減らす

・数値目標

・冬季以外の給湯停止

・意識して使用軽減に取り組む

・啓発ラベルやステッカーを掲示する

・数値目標

・エコドライブ等の運転方法を励行

・ﾀｲﾔの空気圧を定期的に確認し、適正値の維持

・社用車の効率的な使用を徹底する

・不要な荷物を積んだまま運転しない

・近距離の用務には公共交通機関を利用する

・数値目標

・会議資料などの書類簡素化、ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化

・両面や２枚焼きによる印刷、コピーの徹底

・使用済み用紙などの裏紙利用

・ﾏｲ箸､ﾏｲｶｯﾌﾟ､ﾏｲ水筒､ﾏｲﾊﾞｯｸﾞを使用する

・分別回収ﾎﾞｯｸｽにより、ごみの分別を徹底

・数値目標

・機器等の故障時は修理等により長期使用を図る

・クレームの発生撲滅に努める

・分別廃棄を徹底し、できるだけﾘｻｲｸﾙに努める

・数値目標

・手洗い、洗い物時における節水の励行

・啓発ラベルやステッカーを掲示する

・数値目標

・再使用、ﾘｻｲｸﾙしやすい製品を優先的に購入

・ｺﾋﾟｰ用紙、印刷物等について再生紙を購入する

・環境ラベル認定製品の購入

・購入計画を徹底し、余剰品の削減に努める

・数値目標

・家庭用エアコンのＲＸ､AＸシリーズの販売推進

・業務用エアコンについては､スカイエア全体に対

　するFIVE☆ZEAS80の構成比を10％以上に高める

・法令を遵守し､回収したフロンについては適正な

　破壊処理を行う

・毎年､定期的に報告書を作成し、近畿の各府県に

　提出する

継続

×

△

◎

総合評価環境活動計画 評価､次年度の取組内容

継続

数値目標は達成できな
かった。定期的に社員
に啓発し削減を目指
す。

◎

◎

継続

△

◎ 継続

継続

■上方修正　□下方修正　□基準見直し

■上方修正　□下方修正　□基準見直し

継続

継続

継続

○

継続

意識して使用軽減取組
を行っている。使用軽
減の意識を継続させ
る。

継続

数値目標はクリアでき
ていない。エコドライ
ブの徹底など、定期的
に社員へ啓蒙し、削減
を目指す。

○

◎

△

×

継続

○

継続

△

△

◎

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

ガスの
削減

（事務所）

自動車
燃料の
削減

（事務所）

電力の
削減

（事務所）

◎

○

△

◎

◎

◎

◎

継続

×

環
境
配
慮
資
材
購
入

事務用品
のｸﾞﾘｰﾝ

購入

○

×

◎

○

△

○

○

産廃が多くなった。分
別を徹底し、３R率は
高めていく。

継続

■上方修正　□下方修正　□基準見直し

継続

継続

継続

継続

継続

継続

□上方修正　□下方修正　□基準見直し

■上方修正　□下方修正　□基準見直し

■上方修正　□下方修正　□基準見直し

啓発ラベルの掲示によ
り意識向上。

継続

□上方修正　□下方修正　■基準見直し

４月以降に来年度の目
標を設定する。

継続

継続
製
品
へ
の
環
境
配
慮

推
進

エコ製品
の

販売促進

◎

○ 継続

○

◎

化
学
物
質
削
減

フロンの適正
な回収と破壊
(建設現場）

継続

◎

フロンの適正な処理を
継続する。

グリーン購入の割合を
増やしていく。

◎

■上方修正　□下方修正　□基準見直し

継続

継続

水道水の
削減

(事務所）
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継続

継続/変更

■上方修正　□下方修正　□基準見直し

◎

更なる削減を目指し、
ペーパーレス化の推
進、分別回収の徹底を
強化する。

継続

継続

排
水
量
削
減

廃
棄
物
排
出
量
削
減

一般
廃棄物
の削減

（事務所）

産業廃棄物
の削減

(建設現場)

◎



９．おもな環境関連法規について

適用されるおもな法規制とその遵守状況（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

なお、関係当局よりの違反等の指摘及び訴訟等は、過去３年間ありませんでした。

また、外部コミュニケーションとして上記期間に、環境に関する苦情はありません。

10．代表者による全体評価の見直しの結果

①創立５０周年の節目を迎えた今期は、地域社会への「感謝」の気持ちを込めたボランティア

活動の一環として、「大阪マラソン“クリーンＵＰ”作戦」に初めて参加した。

交替勤務の土曜日早朝であったにもかかわらず、約40名もの役員・社員の有志が参加して、

マラソンコースや会社周辺の清掃活動を行い、社員の美化意識を向上させることができた。

②今年も、省エネ機やエネルギー管理システムへのニーズが多くあったほか、４月より施行と

なったフロン排出抑制法に基づく冷媒漏えい対策や定期点検等の引合も増えてきた。

これらの社会的要請をチャンスと捉えて、積極的な営業活動と環境への取組を推進してほしい。
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家電リサイクル法 該当する家庭用ｴｱｺﾝの適正処理 ○

○

大阪府条例（自動車流入規制、ステッカー貼付） ○

○

防火管理者選任、消防計画書の届出 ○

○

NOｘ・PM法

取扱責任者の選任、盗難・紛失の防止など

法規制等の名称 遵守状況

廃棄物処理法

高圧ガス保安法 ボンベ類の転倒防止、40℃以下、警戒標など

要求事項

ﾏﾆﾌｪｽﾄ管理、ﾏﾆﾌｪｽﾄ交付等状況報告、契約書保管

フロン排出抑制法

毒劇法

騒音規制法 地域別騒音基準の遵守

PRTR法

消防法

前年度の第１種指定化学物質排出量等の届出

○

○

フロン類の適切な回収と破壊処理、簡易・定期点検の実施 ○



11．環境活動

1) 環境活動の一環として、全社で社屋近隣の清掃ボランティアを行っています。

■開始：平成22年(2010年)12月22日から

■範囲：社屋近隣周辺

■頻度：毎週１回始業前の朝8:20～8:35

■担当：全部門全従業員

2) クールビズ・ウォームビズへの取組

・本社ビル各フロアの西側窓に発砲スチロール板を設置しました。

■設置日：平成２５年1月

・屋上室外機の負荷を軽減するため、遮熱ネットを設置しました。

①施工前 ②施工後
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3) 節電への取組

・エアコンの温度設定を一括管理する為、「iタッチマネージャー」を導入しています。

・節電に向けて社員の意識付けをするために各スイッチの下に啓発シールを貼っています。

・事務所内の電灯をＬＥＤに替え、人感センサーも設置しました。(南大阪営業所)

以　上
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